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0. はじめに
本稿では､ 予習・復習をインターネットを利用し
て支援する授業の実践を報告する｡ この実践は､
2007年度後期の火曜日９・10限の ｢日本語の構造｣
という総合文化学科の主に英語文化系と日本語文化
系の学生を対象にしている授業 (執筆時進行中) で
行っている｡
概略としては､ 毎週授業後にネットを使用して数
問の小問を出題して､ それに解答させるという単純
なものである｡ ただ､ ネットを利用する際に､ 現在
の学生の状況を考慮して､ ケイタイからでも課題の
設問に解答できるように工夫した｡
ここでは､ その意義と実践後に気づいた点などを
報告する｡
１. 支援の必要性
昨年度より､ 現代日本語の文法に関する演習を行
うようになり､ 学生のほとんどが文法用語の内容を
知らないだけでなく､ 用語そのものさえ覚えていな
いということを実感するようになった｡ 文法に関し
ては､ 基本的には､ 学校教育の中で小学生のうちに
国語で ｢主語｣ ｢述語｣ ｢修飾語｣ 程度の文法事項は
導入されている｡ また､ 高校では､ 現代日本語では
ないが､ 古典文法として､ また英語文法として文法
用語を学習しているはずである｡ しかし､ 現代日本
語にしても古典文法にしても英語文法にしても､ 文
法用語を覚えていないのが実情である｡
昨年度 (2006年度) ・今年度 (2007年度) の前期
の授業は､ 少人数の演習形式であったため､ 学生た
ちの理解を確認しながら､ 復習を行いつつ進めるこ
とが可能であったが､ 本年度の ｢日本語の構造｣ の
受講登録者人数は74名 (実際の出席者は67名) で講
義形式である｡ そして､ ｢日本語の構造｣ は文法の
授業であり､ 文法の授業で文法用語を知らなければ
授業の内容を理解することはできない｡ もちろん､
最初の数回は文法用語の復習に当てるが､ 基礎的な
用語とその意味内容は覚えておいてもらわなければ､
以後の授業を理解することは不可能になる｡
また､ 日本語教育能力検定試験の支援科目でもあ
るため､ 試験を目指す学生には､ 基本的な文法事項
の復習にばかり時間をかけていられないという事情
もある｡ そこで､ ｢日本語の構造｣ において､ 本稿
で報告するネットを利用した支援を行うことにした｡
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２. 実践例
この節では､ 実践例を具体的に示していく｡
１) システムについて
ログイン
システムは､ さくらインターネット株式会社のレ
ンタルサーバ (http://www.sakura.ne.jp/) を個
人的に借用し､ そこに課題をアップしている｡ 設問
に解答するためには､ その個人を特定するために､
学籍番号とパスワードを入力させ､ 課題のページへ
と移動するように設定した｡
まず､ 最初の授業時間に､ 本授業では､ 毎回課題
をインターネット上で出し､ そこのフォームを使用
して解答を提出する旨を伝える｡ そして､ 第一回の
課題へのアクセスの際に､ 自分で決めたパスワード
(英数小文字10文字以内) を入力させ､ 以後そのパ
スワードがない場合には､ アクセスができないよう
に設定した｡ 仕組みとしては､ 受講登録者の学籍番
号をあらかじめ登録し､ 学生が入力した学籍番号と
照合させ､ そこに学籍番号が登録してあるかを確認
する｡ そして､ 登録してあるもののみパスワードが
設定できるようにした｡ ２回目以降のログインは､
学籍番号の照合の後､ １回目で設定したパスワード
と合致したもののみをログインさせるように設定し
た｡ 課題の設問へのログインまでの流れを図１に示
した｡ 図１を参照されたい｡ ちなみに､ 第一回目の
ログインの際､ 学生が自分の学籍番号を間違えて登
録してしまうおそれがあったので､ 設問を提示する
画面で本人の氏名が表示されるようにし､ 間違いな
く自分の学籍番号を入力したか否かを確認させた｡
４回目の課題以降は､ 新規のパスワードの設定が
できないようにし､ １回目から４回目の課題を一題
も解かなかった者は､ この授業の単位を取得する資
格を失うことを明示して､ この課題は授業にとって
重要な位置づけにあることを学生たちに示した｡
パスワードの照合と設問の提示は､ Perlという言
語を用いて作成し､ レンタルサーバのCGIを利用し
た｡ Perlを利用した理由は､ Perlとは ｢Practical
Extraction and Report Language (実用データ
取得レポート作成言語)｣ の略で､ テキストファイ
ルを処理するのに適した言語で､ Webサイト上で
課題を出し､ フォームからデータを受け取って処理
するような形式には向いている言語であるという点
と､ UNIXなどのOSには最初から備えられている
ことも多く､ 簡単に利用出来るということ､ また広
くCGIに利用されている言語であることから､ それ
に関する出版も多く､ プログラムに関する問題解決
が容易であるということがあげられる｡１)
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解答の収集
解答のファイルは､ ①学生の学籍番号をファイル
名とした学生個人別のファイルと､ ②１回の課題ご
とに全学生分の解答が収集されるファイルとの２種
類を用意している｡ 両ファイルともCSV形式で収
集している｡ そして､ ①のファイルで学生個人の提
出状況や成績を管理できるようにして､ ②のファイ
ルでは､ 全員分の解答と成績が一括して収集されて
いるため､ 表計算ソフトなどを使用すれば､ すぐに
解答の集計ができるように工夫してある｡
このファイルを利用することで､ 設問ごとの正答
率も容易に判断できることから､ 次の授業での復習
もどこに力点を置くべきかが明確になる｡
HTMLについて
課題にはケイタイからでもアクセスできるように
した｡ 基本は､ PCからのアクセスであるが､ 自宅
にPCを所有し､ かつインターネットに自由に接続
できる環境にある学生は､ 依然必ずしも多くなく､
学生の実情を考えると､ ケイタイからでもアクセス
できることが望ましいと思われた｡ しかし､ ケイタ
イからのアクセスを考慮するとそのページの記述に
はある程度の制約をせざるを得ない｡
とりあえず､ ３社 (DoCoMo, au, Soft Bank)
に対応させるためには､ 現時点では､ HTMLのバー
ジョン4.0で記述すれば､ 簡易なものなら問題がな
いようである｡２) 具体的には､ 設問文は装飾のない
テキスト､ 解答のためのフォームはラジオボタン､
チェックボックス､ セレクトメニューに限定して､
自由記述ができるテキストエリアは､ 解答に際して
はできる限り使わず､ できても１行だけのもの
(input type="text") に限定した｡
２) 設問
先に説明したとおり､ Webサイト上に表示でき
るものを制限せざるを得ないので､ 課題の設問は非
常に簡易なものになってしまう｡ そこで､ 出題する
際に､ 考慮していることをこの節では記す｡
課題の設問は､ 復習に重点を置いて出題し､ それ
と同時に､ 次の週の導入としても使用できる設問が
作れるように努力している｡
基本的には､ 上記の制限により選択式の設問が多
くなってしまう｡ しかし､ この難点においては､ 日
本語教育能力検定試験の設問形式と似たものを多く
出題することで､ 検定試験対策も兼ねるという名目
で解決できるだろう｡ では､ 具体的な授業の組み立
てと､ 設問内容について以下に示す｡
授業の組み立てと課題
授業の組み立てとしては､ 授業の冒頭で課題の答
え合わせを行う｡ この際､ 平均点､ 小問ごとの正答
率などを学生に示す｡ 最近の学生は､ 不思議なこと
に答え合わせが好きなようで､ 自分が解いた課題の
答え合わせは比較的一生懸命に取り組むので､ 授業
の導入部分には非常に効果的である｡
まず､ 日本語教育能力検定試験の中に仲間はずれ
をさがす設問が出題される｡ 以下を参照されたい３) ：
設問１ 【 】内に示した観点から見て､ 他
と性質の異なるものを､ それぞれ１～５の
中から１つずつ選べ｡
【促音】
１いっぱい ２いっつい ３えっけん
４かっさい ５いっちょう
【活用】
１行く ２書く ３咲く
４炊く ５泣く
(平成18年度試験問題例より)
この形式の設問は､ ケイタイの小さな画面でも十
分解答が可能なものなので､ この類似の設問形式は
多く使用している｡
では､ 実際に行ったある授業の例を示す：
① 授業で ｢助詞の機能｣ を導入｡ 授業内では時間
制約からその一部のみを提示｡ (火曜)
② 詳しい内容が書いてあるプリントを配布｡
③ 【 ｢を｣ の機能】・【 ｢と｣ の機能】・【 ｢で｣
の機能】・【 ｢に｣ の機能】についての設問を
出す｡ (木曜)
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④ 授業のはじめに､ ③の答え合わせをする｡ (翌
火曜)
⑤ 過去に使用したプレゼンテーション用ソフトも
活用して解答の解説を加える｡
⑥ 設問の【 ｢に｣ の機能】を利用して､ ｢態｣ へ
と授業を進める｡
まず､ 助詞の機能について授業を行ったので､ 課
題は復習としての意味があるのはもちろんだが､ 授
業では時間的な制約ですべてできるわけではない｡
そこで､ 詳細な記述のあるプリントを配布して､ そ
のプリントを読まないと解けない設問も同時に入れ
た｡ そのことによって､ 授業の補完も行える (①②
③)｡ ちなみに､ 木曜日に課題を出すのは､ 授業が
終わった直後よりも､ 少し時間をおいて復習をさせ
た方が､ 記憶の定着がいいという報告４) があったこ
とと､ 次の授業までに忘れないようにさせるためで
ある｡
そして､ ④の答え合わせでは､ できる限り､ 過去
に使用したプレゼンテーション用ソフトで作成した
スライドを再度使用して解説を行うよう (⑤) にし
ている｡ 見覚えのあるスライドを使用することによっ
て､ 授業の復習であるということを印象づけ､ 授業
を聞いていればできるということを明示する｡ 場合
によって､ 前期の授業も参照する｡ この意味で､ デ
ジタル化した教材は非常に便利である｡
ここにおいては､ 動詞の形態と格助詞とは関係が
深いことを説明しておき､ 設問の【 ｢に｣ の機能】
として取り上げた使役形のニ格から､ ｢態 (Voice)｣
を導入した｡ ( ｢態｣ とは､ 能動態や受動態のこと)
このような工夫は､ １コマ１コマの授業は孤立して
いるわけではなく､ 各々関係がある内容を積み重ね
ていることを提示することができる｡ また､ 授業と
授業の間の１週間のうちにたとえ数十分であっても､
一度は前回の授業を思い出す機会があることは､ 記
憶の定着にも望ましいことであると思われる｡
また､ このようにインターネットを利用して課題
を配信することで､ 授業を休んだ学生も前回の授業
内容を友人に確認するきっかけにもなり､ 置いて行
かれる心配も少ない｡
ちなみに､ 解答を収集する際に､ 日付と時間も同
時にファイルに記入されるようにしていることから､
提出期限を守っているか否かについても､ 話し合っ
て同時にアクセスしたかどうかも､ 把握しやすく､
そのデータを学生たちに見せたことで､ 比較的学生
たちもまじめに取り組んでいるようだ｡
３) ケイタイの使用について
ケイタイを使用すると､ 学生たちの日常の使用例
から見て､ 課題に対する取り組みが雑になる可能性
が懸念される｡ しかし､ 課題を出してもそのアクセ
スが低く､ 設問を解いてもらえないのでは意味がな
い｡ とにかく､ 一度でも授業と授業の間の１週間の
うちに前回の授業のノートを見返すことや思い出す
ことをしてもらうことが先決であると思われる｡ そ
の甲斐あってか､ 毎回の解答の収集率は､ ほぼ全員
である｡
2002年度の本学の学生生活調査では､ ｢授業科目
について1日平均何時間くらい予習・復習をします
か｣ という設問に対して､ 学内全体で ｢ほとんどし
ない｣ が65.5％で､ ｢１時間未満｣ が18.3％である｡
この数値を考えると､ とにかくどんな方法でも最低
限､ 予習・復習をさせる方策をとらなければならな
いと思われる｡ その意味で､ ケイタイは､ 学生たち
が気軽に予習・復習を行えるツールであるのではな
いかと考えられる｡
また､ 現在では､ ケイタイの通信費も定額料金制
が普及してきており､ それを使用している学生も多
くなってきていることから､ 学生たちの通信費もそ
れほど気にしなくても良くなり､ またそのことで学
生に有利不利な格差を作る心配がなく､ ケイタイを
使用する環境も整ってきているため､ このようなシ
ステムにケイタイを使用することに問題はないと思
われる｡
ただ先にも記したとおり､ ケイタイを重視しすぎ
ると､ 設問の量や形式に制約が加えられてしまい､
設問の種類が限られるという問題が生じてしまうこ
とは否めない｡
４) その他
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その他の工夫としては､ 設問のページ以外に ｢掲
示板｣ と ｢連絡事項｣ と称した別ページを設けて､
設問を解くためのヒントなどを掲載したりしている｡
｢掲示板｣ の使用は､ 学生からの質問を受け付ける
もので､ そこで教師側が回答を行うことで､ 個人的
な質問を他の学生も共有できると思われたからであ
る｡ とは言え､ 掲示板に書き込んで質問するのは､
抵抗があり､ もしかしたら一つも書き込みがないか
も知れないと懸念したが､ 現時点では､ 週に１つく
らいの質問の書き込みがある｡ 内容的には､ 教員側
の説明不足による問い合わせもあり､ 使い方によっ
ては､ 授業を補完するツールになるのではないかと
思われる｡
｢連絡事項｣ のページにヒントを別掲示するのは､
上述したように定額料金制がケイタイにも普及して
きたが､ あまり１ページが重くなってしまっても良
くないという配慮である｡ また､ 設問からヒントの
ページにリンクを張れば､ 設問とヒントのページを
行き来しながら見比べて解くことができる｡ ケイタ
イは画面も小さく一覧性が低いことから､ 同ページ
に設問とヒントを載せる方が不便だと思われる｡
３. 問題点
このシステムは､ 教員に対してコンピュータに関
する何ら特別の援助やシステムもない環境で､ 安価
にできることとして試みているため､ プログラムを
自分で書くところからはじめなければならず､ 設問
をアップする際にも一部ではあるが､ プログラムファ
イルをいちいち書き換えなければならいという手間
がある｡ 特別なシステムは必要なく安価にできる見
返りに､ その構築までに非常に時間を要するという
デメリットがある｡
また､ 本学では､ CGIを自由に使うことができず､
かつ研究費の支払いに関してさまざまな制約がある
ため､ 自費でレンタルサーバを借りなければならい
というのも､ 大きな問題だろう｡
設問作成に関しては､ パスワードでアクセスを制
限しているとは言え､ ハードディスクに保存するこ
とになり､ 著作権の観点から課題を作る際に安易に
市販の問題集などから設問を借用することができな
い｡ ここでも時間がかかってしまう｡
とにかく､ 今後続けるにも､ とにかく時間がかか
りすぎるということが大問題である｡
４. 今後の課題
この報告の内容は､ 今回初の試みで､ 執筆時に進
行中の例であるため､ 学生たちへのその効果という
ものが測れていない｡ これに関しては､ 今年度の授
業評価アンケートや学生の学期末試験の結果などを
加味しながら､ 検討しなければならないだろう｡ ま
た､ 効果測定というものをどのように行うのかとい
うことも､ 検討課題である｡
個人的には､ 今後は､ プリントの配布などもWeb
サイトを利用してできるようにしたいし､ また､ 授
業で使用したプレゼンテーション用ソフトのスライ
ドなども閲覧できるようにすることが理想であろう｡
しかし､ この際には､ プリントは一度のみ印刷が可
能であること､ プレゼンテーション用ソフトのスラ
イドは､ ダウンロードや印刷をさせずに画面のみで
の確認というシステムにすることが望ましい｡ 便利
になりすぎるということは､ 学生が授業をなおざり
にするという危険性と隣り合わせである｡ プレゼン
テーション用ソフトのスライドなどがダウンロード
や印刷ができてしまうと､ 授業中にノートをとると
いうことをしなくなってしまう可能性がある｡ しか
し､ Webサイト上でプレゼンテーション用ソフト
のスライドを履修学生に公開することは､ プレゼン
テーション用ソフトを使用した授業で必ずある ｢ス
ライドを替えるのが早すぎる｣ というクレームに対
処する解決策の１つとなろう｡
また､ 問題点として上述した時間の問題の改善は､
多くの大学が採用５) しているように設問が容易にで
きるシステムの導入や､ コンピュータに不案内な教
員へのシステム操作の補助を行ってくれるスタッフ
の配備などが望ましい｡ この件に関しては､ 予算な
どの都合上､ すぐに解決する問題ではないが､ 今後､
約120㎞もの距離を隔てて統合した大学にとっては､
Webサイトを利用した授業支援システムは有効な
ものとなることは間違いない｡ 今回は､ 単に個人が.
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行っている授業実践報告であるが､ FDなどの観点
からも検討に値するものと思われる｡
【注】
１) Perlの記述に関しては､ 森下幸治著 『Q&A
100で学ぶ！Perl/CGIプログラミング』 (エー
アイ出版・2000年) と結城浩著 『Perl言語プロ
グラミングレッスン 入門編』 (ソフトバンク・
2001年) を参照した｡
２) ケイタイサイトに関する記述に関しては､ イ
ンフォシェル著 『改訂第２版 ケータイHTML
コンパクトリファレンス』 (毎日コミュニケー
ションズ・2006年) とインフォシェル著 『ケー
タイサイト構築ガイドブック』 (毎日コミュニ
ケーションズ・2006年)､ 芹生大和著 『ケータ
イサイト実践運用ガイドブック』 (毎日コミュ
ニケーションズ・2006年) を参照した｡
３) 日本語教育能力検定試験の平成18年度試験問
題例は､ ｢財団法人 日本国際教育支援協会｣
のサイト (http://www.jees.or.jp/jltct/index.
htm) より入手｡ (2007/11/01)
４) 日本コミュニケーション学会中四国支部第９
回年次大会におけるルードルフ・ライネルト氏
の発表より
５) LMS (Learning Management System：
学習管理システム) と呼ばれるもので､ インター
ネットやイントラネットでｅラーニングを行う
際､ 教材の配信設定や学習者の登録､ 学習の履
歴管理､ 学習進捗の管理などを行うシステムを
指し､ 商用､ オープンソース多種存在する｡ 現
在､ 多くの大学が採用している｡ ( 『平成19年
度 情報教育研究集会 講演論文集』 参照)
(平成19年11月30日受理)
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